




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　１.  性別　　　　　　　　　　　　　　２.  年齢
　　
　回答者の性別は、女性が67.2%（123人）男性が32.2%（59人）で、女性が約２倍となっ
ており、今回の調査は女性の意見が多く反映される結果になった。しかし、和菓子の消費
傾向は、男性客よりも女性客が多いという傾向があることを念頭に、調査結果をみていく
ことにする。
　年齢別では、20歳代21.9%（40人）、30歳代20.8%（38人）、50歳代17.5%（32人）、60歳代15.3%
（28人）、40歳代14.2%（26人）、70歳代以上5.5%（10人）、10歳代3.3%（６人）となっている。
　３.  地域
和歌山県内の３城下町における和菓子文化の研究 ～地域文化としての和菓子文化の再評価とまちづくり～
－ 23 －
　地域別では、「和歌山市」が47.5%（87人）と多くなっている。「田辺市」「新宮市」は各
26.2%（48人）となっており、全体に占める和歌山市地域のウェートが高くなっている。
（２）和歌山県における和菓子と洋菓子の嗜好と頻度
　『お菓子が好きか』と問いにたいして、93.4%が「好き」と答えており、「嫌い」という
回答はなく、「どちらでもない」と回答した人の割合は6.6%であった。
<アンケート結果の検証>
　このことから、ほとんどの人が何らかのかたちで、お菓子を消費していることがわかる。
　「お菓子を好き」と回答した人のうち、『和菓子をどのくらいの頻度で食べているか』と
いう問いにたいして地域別では、和歌山市では「月１～２回」が42.0%、田辺市23.4%、新
宮市18.6%となっている。「週１～２回」と回答した中では、新宮市が48.8%と最も高く、
田辺市が42.6%、和歌山市は35.8%である。
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　『洋菓子をどのくらいの頻度で食べているか』という問いにたいしては、田辺市が「週
１～２回」で38.2%、和歌山市が37.0%、新宮市は30.2%となっている。「月に１～２回」で
は、田辺市が38.3%、和歌山市が37.0%、新宮市が30.2%である。
<アンケート結果の検証>
　このことから、和菓子と洋菓子の頻度を比べると、どの地域も洋菓子の方が食べる頻度
は高いが、地域別にみてみると、新宮市は、ほかの地域より和菓子を食べる機会が多いと
いう結果になっている。
　また、『和菓子を食べる頻度』を年代別に比較した場合、70歳代では40.0%が「ほぼ毎
日」と回答しているのにたいし、50歳代以下になると10.0%を下回っている。「週１～２
回」と回答した人の割合も50歳代が59.3%と最も高く、40歳代以下では割合は減少してい
く。一方、「月１～２回」という回答は、20歳代が45.9%で最も高く、年代が上がるごとに
割合は低くなっている。
和歌山県内の３城下町における和菓子文化の研究 ～地域文化としての和菓子文化の再評価とまちづくり～
－ 25 －
<アンケート結果の検証>
　このことから、年代が上がるほど和菓子を消費している頻度が高く、世代が若くなるの
にしたがって消費が減少する結果となっており、若い世代の「和菓子離れ」の一端がうか
がえる。
　『洋菓子を食べる頻度』を年代別に比較すると、「ほぼ毎日」と答えた人の割合はどの世
代も少ないが、『和菓子を食べる頻度』と比べると、20、30歳代で10.8%となっており、和
菓子（20歳代で2.7%、30歳代で5.4%）よりも洋菓子の割合は高くなっている。また、「年
数回」と回答した人の割合を『和菓子を食べる頻度』と比べると、60歳代以下では『和菓
子を食べる頻度』よりも『洋菓子を食べる頻度』が割合は低くなっている。
<アンケート結果の検証>
　若い世代では、和菓子よりも洋菓子の方が消費される率が高いという結果が得られた。
（３）地元和菓子にたいする意識
　「お菓子を好き」と回答した人のうち、『住んでいる地域に好きな和菓子はあるか』と聞
いた。その結果が上記の表である。３市のいずれも「ある」と回答した人の割合が７割
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以上と高くなっている。一番多いのは新宮市で79.1%、次いで田辺市が74.5%、和歌山市が
70.4%となっている。
　『地域を代表する和菓子があるか』という問いにたいして「ある」と答えた人の割合は、
田辺市が最も高く76.6%となっている。次いで、新宮市が69.8%、和歌山市が44.4%で、田
辺市と和歌山市では32.2ポイントもの差があった。
<アンケート結果の検証>
　『住んでいる地元での好きな和菓子への意識』は、３城下町ともにそれぞれ高い割合と
なっているが、「地域を代表する菓子」となると和歌山市地域は、イコール和歌山市の菓
子をあげるのに苦労している。これは、他の地域よりも菓子にたいする関心が薄いという
結果なのか。和歌山市の調査では学生を中心に若い世代の回答が多かったことと関連も考
えられるかもしれない。
（４）和歌山県において好まれる和菓子の種類
　「お菓子を好き」と回答した人に、『好きな和菓子の種類』を３つまで答えてもらった。
その結果、３地域全体で、「まんじゅう」をあげた人の割合が53.8%と最も高かった。次い
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で「上生菓子」が39.8%、「もち」が34.5%、「せんべい」が29.2%、「焼き菓子」が24.6%と
続いている。また、「らくがん」は8.2%、「蒸し菓子」は11.7%となっている。
　地域別にみると、田辺市では、「まんじゅう」が52.1%と最も高く、新宮市では41.7%、
和歌山市では26.2%となっており、田辺市と和歌山市では25.9ポイントの差が出ている。
全体的には、「上生菓子」も高い割合となっており、和歌山市で37.2%と和菓子の種類の中
では最も高く、新宮市でも上生菓子が43.8%と一番高い割合になっている。
　また、「もち」菓子が好きとの回答では、田辺市が最も高く31.3%で、次いで新宮市が
25.0%、和歌山市が17.8%となっている。
　「もなか」を好きと回答した人の割合でも田辺市が27.1%と最も高い。しかし、和歌山市
では6.3%と低い割合である。一方で、和歌山市では、「せんべい」が19.8%と3地域の中で、
最も高い割合となっており、次いで新宮市が18.8%、田辺市が10.4%となっている。
　そのほか、「焼き菓子」では、新宮市が22.9%、次いで和歌山市が14.4%、田辺市が10.4%
となっている。
<アンケート結果の検証>
　このことから、３市全体では、「まんじゅう」が好きと回答した人の割合が最も高いとい
う結果となった。一般的に結婚式などの祝い事では紅白まんじゅう、おぼろ饅頭が使われ
る習慣があるが、田舎まんじゅう、うすかわ饅頭、六方などの消費も多いと考えられる。
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　しかしながら、地域別にみてみると、嗜好にも違いがあるようだ。田辺市では、とくに
「まんじゅう」の人気が高いが、「せんべい」の人気は、和歌山市に比べると低いという
結果となっている。
　３城下町全体では、「上生菓子」も人気が高いという結果となった。「上生菓子」といえ
ば京菓子や茶席の菓子がイメージされるケースが多いなかで、和歌山における「上生菓
子」と茶道の位置づけについて、もう一度見つめなおすことができると考えることも可能
ではないだろうか。
　また、全体的には、「もち」が好きと回答した人の割合も高かった。お正月に始まり
「ひし餅」や春の「桜餅」、端午の節句での「柏餅」など季節ごとの行事がいまも色濃く
残り、人々の暮らしの身近に「もち」菓子があることを示した結果といえそうである。
（５）和菓子の購買圏
　「お菓子を好き」と回答した人のうち、『お菓子を買う店はどこにあるか』という問いに
たいしては、３市全体的に「市（町内）」で購入すると回答した割合が36.8%、住んでいる
「地元」の菓子店が25.7%となっている。また、「無回答」が20.5%あった。「京都」や「大
阪」の割合は低い結果となった。
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　地域別で比較してみると、「市（町内）」で購入すると回答した人の割合は、新宮市で
44.2%と高く、和歌山市で34.6%、田辺市で34.0%となっている。「地元」という回答もそれ
ぞれで高い値となっているが、「県内」と回答した人の割合は、和歌山市で18.5%と他の地
域よりも高い割合となっている。
<アンケート結果の検証>
　このことから、３市における和菓子の消費は、和歌山県内で購入されることが多く、特
に、新宮市では地元の和菓子の購入が多いという結果となっている。
　一方で、和歌山市においては、地元で和菓子を購入されているが、地元というよりも県
内全体として和菓子を捉えている傾向があるとみられる。
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（６）和菓子を食べる魅力的な条件
　「お菓子を好き」と回答した人のうち、『和菓子を食べるのはどのような機会が多いか』
という問いでは、３市全体で「家族団らんで」と答えた人の割合が52.0%と高かった。続
いて、「一人家で」という回答と「無回答」が17.5%となっている。
　『和菓子を食べるなら、どういった雰囲気のところで食べたいか』という質問では、３
市で全体的に、「我が家」と回答した人の割合が高く、43.3%となっている。次いで、「庭
園のある家」が31.6%、「田舎の古民家」は8.2%となっている。
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　『和菓子を食べる雰囲気』について、年代別でみてみると、ほとんどの年代で「我が家」
と回答した人の割合が高かった。そのほか、「庭園のある家」と回答した人の割合も高く、
40歳代以上の各世代では30%以上、20、30歳代では24.3%となっている。また、「田舎の古
民家」との回答は、50歳代で11.1%、20、30歳代で8.1%であった。「寺社仏閣」との回答
も、20、30、40歳代で約8.0%となっている。
<アンケート結果の検証>
　このことから、３市全体において、和菓子を食べるということは、「我が家」・「家族団
らん」という日常の家庭生活の中で、自然と行われていると考えることができる。また、
和菓子が、家族という幸せのかたちとして、人々に受け入れられているとみることもでき
る。
　そのほか、「庭園のある家」という意見も多く、日常から離れた空間で、和菓子を食べ
る希望もあるようだ。20、30歳代でも「田舎の古民家」や「寺社仏閣」という意見もあ
り、若い世代で、「和菓子が日本の文化と伝統につながるイメージを持っている」と考え
ることもできるのではないだろうか。
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　『和菓子を食べる季節で、好きな季節はあるか』という問いにたいしては、「特にない」
と回答した人の割合が高く、45.0%であった。そのほかでは、「冬」と回答した人の割合は
16.4%、「秋」が15.8%となっている。
　『和菓子に合う季節』を地域別に比較してみると、「特にない」という回答が多いとと
もに、「冬」と回答した人の割合は、新宮市で20.9%、和歌山市で18.5%、田辺市が8.5%と
なっている。「秋」という回答では、田辺市が一番高く19.1%、次いで和歌山市が17.3%、
新宮市が9.3%であった。
<アンケート結果の検証>
　このことからわかることは、３市全体的には「どの季節でも好きだ」といった意見も多
く、特に季節を問わず、市民に受け入れられていると考えることができる。
　地域別でみてみると、新宮市では、ほかの季節に比べて「冬」と答えた人の割合が高い
が、2006年（平成18年）より新宮市において、11月に「新宮銘店お菓子祭り」が開催され
ていることが一定の効果を発揮していると考えることができる。
　そのほか、田辺市では「秋」という回答が、他の季節よりも多くなっている。
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（７）和歌山県の和菓子への魅力
　『和歌山県の和菓子は魅力があるか』という問いにたいして、「わからない」と回答した
人の割合が47.0%と高い値となっている。次いで、「ある」と回答した人の割合は35.5%で、
「ない」という割合は、6.0%であった。
　地域別に比較してみても、「わからない」と「無回答」を合わせると、すべての地域で
５割以上となっているが、どの地域も「ない」との回答は7.0%以下となっている。
　「魅力がある」と回答した人の割合は、田辺市で27.1%、和歌山市や新宮市では４割弱と
なっている。
<アンケート結果の検証>
　このことから、３市の市民にとって、和歌山県の和菓子の魅力を一言で答えることは難
しいが、「何らかの魅力はある」と思っている人が多いと考えることができる。
　京都や金沢のように、古い伝統と和菓子文化がうまく重なり合って、まちづくりにも活
かされているような地域がある中で、紀州徳川の文化が残る和歌山県においても、「和菓
子が魅力ある地域資源となりうる」と考えている人がいることが、今回の調査から読み取
ることができるのではないだろうか。
　その結果、和歌山独自の和菓子文化を形成し、まちづくりに活かしていく―　そんな試
みに挑戦する可能性も秘められていると考えていきたい。
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（８）　消費者アンケートでの意見・提案
<和歌山県の和菓子を魅力があると思う理由>
・ふるさとを思い出したり、食べた人の心を癒すことができると思う。
・東京や大阪、和歌山市内の美味しいといわれるものより、地元のものの方が美味しいと
思う。
・風土などが雰囲気に合っていると思う。
・ミカンや梅などが活かされている和菓子がある。
・地域によって個性があって、そこでしか食べられないというものが結構あるので、そこ
が魅力。
・土地を代表した和菓子があり、味も格別である。
・県内の著名な菓子は歴史を感じさせるものが多い。
・老舗や、大資本でマーケティングに裏打ちされた洗練された商品も好きだが、寂れた
「素朴な店」の品が好きである。
・価格が手ごろ洗練されていないのが美味しい。
・どこにでもありそうな素朴さがいい。
・美味しくて、みんなに昔から食べられているという伝統がある。
・新宮市のお菓子の美味しさはレベルが高い。
<和歌山県の和菓子を魅力がない、わからないと思う理由>
・和歌山ブランドを確立できていない。
・あまり情報発信していないような気がする。
・和歌山の和菓子は一つひとつがとても美味しいとは思う。一つひとつが美味しいという
のは魅力かもしれないが、個性がない気がする。
・和歌山県にどのような和菓子の種類があるか、どこに売っているか知らない。
・和歌山県の和菓子といえば○○というイメージがない。
・人口が少ないから売れない。
<魅力ある和菓子文化への提案>
・地域を問わず、もっと和菓子をPRする。和菓子博覧会のようなものを開催する。
・県民により知ってもらえる方策を検討。県内にどのような和菓子があるかのテーマ展な
どを開催する。
・その地域の特産物を使い、その地域でその時期しかできない和菓子発案。神社・寺院と
の連携（内外での和菓子喫茶）、和菓子作り体験などを行う。
・地元でとれた材料を中に入れながら、ちょっと値が張っても口の中に入れてほっと安心
なものがいい。
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・季節感のある、地域性のある和菓子、ここにしかない和菓子があるとよい。
・梅の活用、若者にうける商品、城下町や古い町並みを活かした雰囲気づくり
・新作和菓子の発表会（年１回、定期的に開催）
・地域資源を利用した商品づくり
・女性の視点での美味しい、美しい、上品な味を追求し、安さなどに工夫する。
・和菓子といえばお茶請けに食べたいので、いろんなお茶に合う和菓子、美味しいお茶と
美味しい和菓子を提供する。
・若い世代にも受け入れられるような和洋折衷の和菓子に、伝統ある和菓子職人の造形美
を反映していけばよいのではと思う。
・今の若い人は和菓子を食べる機会が少ないと思うので、イベントなどで無料配布した
り、幼稚園や保育所のおやつに出したり、小さいときから口にする機会があれば、食べ
る人口や興味を持つ人も増えるのではないか。
・本格的な和菓子職人が少なくなってきているように思えるので、若い職人を育てていく
ことから始めるのがよい。
・城下町探索（観光）と和菓子を結びつけられないか。
・和歌山といえば、○○という和菓子のブランドがほしい。
・すでに行われていると思うが、お茶と一緒に季節感とあわせて給食で出す。
　（春：桜餅、端午の節句：ちまき、柏餅、夏：寒天、秋：柿のもの、団子、冬：焼き餅）
など
・地域に残っている文化と和菓子の再発見。日常忘れている地元の和菓子について、祭り
などとともに地域の人々と語り合うことも大切だと思う。
第５章　城下町と和菓子文化
１.  世界遺産の城の町・姫路市
　姫路城の白鷺に譬えられる白いすがたが、姫路市の城下町の歴史をいまに伝える。本多
氏52万石の象徴で、1993年ユネスコの世界遺産（文化遺産）に登録された。姫路の文化は
江戸中期1749年以降の藩主酒井家の時代に始まる、ともいわれる。
　菓子司伊勢屋は、江戸時代藩の御用をつとめ、「御用菓子」として生まれた菓子がある。
菓銘は椿の美称である「玉椿」、薄紅色の求肥を皮にして黄身餡を包んだ景色に椿の可憐
を写した風情がある。この菓子は、天保３年（1832）酒井家の婚礼を祝ってつくられたも
ので、名家老の誉れが高かった河合寸翁の命名によるという。「玉椿」は今日では、市民
だけではなく、茶席の菓子としても全国にしられている。
　伊勢屋は、創業が約300年前の元禄年間という姫路市を代表する和菓子の老舗で、近畿
一円で営業する食料・原料問屋株式会社山野は同族経営である。自社銘柄は生菓子、焼菓
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子、最中の40種類、茶会用菓子の焼餅「火打
焼」も姫路藩２代藩主酒井忠以の時代に作ら
れた。宗雅の号でしられる忠以は茶の湯に通
じた人物で、菓子文化の発展をうながした。
　市中心部にある伊勢屋本店はモダンで店内
は明るい。壁に掛けられた椿の絵の大作は、
美術大学の女子学生の作品である。「つぎの時
代に残していけるものを作りたい」、和菓子本
来のかたちにとらわれない新しい菓子づくり
にも挑戦している。
　「白鷺天舞」や「五拾萬石」など、地元姫路にちなんだ菓子を作っているのは、白鷺陣
屋である。1959年姫路で最初の洋菓子店として創業したのが始まりで、現在和や和洋一体
の菓子を多く作る。全国菓子博で名誉総裁賞を受賞した「しほ味」は、塩のほのかな香と
味を皮に忍ばせた、「塩味饅頭」である。「塩味饅頭」は、播州地方にある菓子店の何軒も
が作っている代表的な銘菓で、赤穂の名産の塩を使った菓子である。もともとは「塩味菓
子」という「干菓子」で茶の湯に使われていたものが、大衆化して饅頭になり、地域の菓
子にと発展したものとみられている。
　姫路市は、良質のコメどころである播州平野を背景に、和菓子文化が発達してきた。明
治時代、姫路市を代表する主要産業21業種の中に「姫路菓子」は数えられている。その菓
子は「駄菓子」で、古い城下町に語り継がれてきた菓子でない。「先輩から語り継がれて
いるものがあるはずだが、それがない」。文化の断絶の理由について、藩主の度重なる交
代により文化が蓄積されなかったことや明治維新政府による譜代大名取り潰しにともなう
文化の解体に求める組合幹部もいる。姫路は、歴代藩主が親藩や譜代大名で、また幕閣に
重臣を送り出したところではある。ともかく大きな流れは途絶え、いま姫路市に大きな和
菓子文化があるわけではない、と業界関係者は説明する。
　2008年春、姫路市で第25回全国菓子大博覧会「ひめじ菓子博」が開かれた。「洋菓子の
神戸、和菓子の姫路」という見方がされるなかで、「和菓子の姫路」の業者が手をあげ、
県庁所在地以外での開催となった。「お菓子どころになりたい」業界を、市、商工会議所
等が支援して実現した。姫路市の菓子工業組合に加盟する正組合員は、2010年２月現在42
軒で、地場産業に指定されている。菓子博開催による地域経済効果は、兵庫県の試算では
160億円にのぼる。その金額以上に、菓子業界には刺激になり、市民の和菓子にたいする
意識、評価は上がったと見る人が少なくない。
　姫路市でも姫路城内で桜の季節や仲秋の季節には野点が催される。菓子組合として茶道
五流派の茶会と関係をもち、茶の湯文化の動向に関心を払う。今後、菓子組合として姫路
城内にお菓子を提供する場所作りを検討している。
姫路市の老舗伊勢屋玄関
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２.  不昧公好みの町・松江市と和菓子文化
　島根県松江市は、和菓子の世帯当たり消費量日本一の町である。菓子店は、和菓子店だ
けで25軒を数える。茶室を備えた寺院や名所があり、買った和菓子を抹茶と味わえる店や
和菓子づくりの体験工房がある。こうした和菓子文化を生んでいる大きな要因は、江戸時
代以来の茶の湯と和菓子の伝統である。
　松江市は、江戸時代松江藩18万６千石の松平家の城下町で、板張り黒塗りの松江城が山
の上にそびえる。松平治郷は藩政改革を実行した７代目藩主のいっぽうで、『古今名物類
聚』を著した江戸時代を代表する大茶人松平不昧としてしられる。市民は死後200年近く
なる今日でも「不昧公」「不昧さん」と親しみをこめて呼ぶ。「不昧公好」が生き、茶の湯
の伝統が暮らしに溶け込んでいる。「市民の三分の一は家族で薄茶を飲み」、「ポットの湯
で気軽に楽しむ」。スーパーマーケットの店頭に地元老舗茶舗の抹茶がディスカウント商
品として並ぶ土地柄なのである。そうした茶の湯人口のすそ野の広がりは、豊かな和菓子
文化を育ててきた。
　創業は江戸・明治時代という老舗が数多くあり、自慢の「銘菓」をもつのが松江の特
色である。日本三銘菓のひとつに数えられる風流堂の「山川」、不昧が命名した三英堂の
「菜種の里」、彩雲堂の「若草」は、いずれも不昧好み和菓子で、明治時代に入り一時途
絶えていた菓子を当時の当主が明治中ごろから昭和の初めにかけてつぎつぎに復活した。
　この３つの和菓子店と文化６年（1809）創業の桂月堂、それに中村茶舗の老舗５店で
2005年４月に発足したのが「松平不昧公好み老舗会」である。江戸時代初期からの古い歴
史を有し、「松江一の繁華街」と謳われた天神・寺町商店街の衰退に危機感をもった店主
たちが、活性化を目的に組織し、「銘茶・銘菓老舗めぐり」を提案した。
　茶の製造販売の老舗中村茶舗で、石臼を使った抹茶の製造工程を見学し、にじり口のあ
る茶室で茶の湯を体験（有料）してもらう。茶と文化にふれたあとは、和菓子店をめぐ
る。多くの客が、茶や菓子を土産に買って帰る、その間約１時間。商店街には、お茶と和
菓子体験を目当てに観光客が大型観光バスで訪れる。中高年世代、とくに女性の人気が高
い。天神・寺町商店街は、松江市でいま一番元気な商店街と呼ばれ、市行政も「観光・文
茶の湯の町松江。中村茶舗で 三英堂の茶房。抹茶に和菓子
地域研究シリーズ　38　2010年11月
－ 38 －
化都市」の重要な資源と位置付ける。
　茶の湯体験、和菓子づくり体験が数ヵ所で開かれ、また米国ニューヨークで和菓子の発
表会を開いているのも松江市である。
３.  「北陸の小京都」大野市・湧水が育む和菓子文化
　越前大野市は、福井県の東部に位置する人口３万７千人の地方都市である。三方を白山
連峰の山々に囲まれた盆地で、九頭竜川などの河川がもたらす伏流水がこの町を豊かな湧
水の町にしている。
　江戸時代５万石の城下町は、大野城がある亀山のふもとに碁盤目状の町並みが広がる。
まちなかの各所にみられる水場は「お清水」と呼ばれ、その抒情が「北陸の小京都」の呼
称をこの町に与えた。水の町は、和菓子の文化も育んだ。菓子店の数は人口約４万人の町
に和・洋菓子あわせて22軒、一時期の47軒から半減した。菓子店は、家族で製造販売する
店が大半である。
　大野市では、いまも男子が結婚し「お嫁さんをもらうと紅白の饅頭をまく」風習があ
る。その数は、何十、何百もめずらしくない。1934年（昭和９年）生まれの伊藤武治氏の
家では、結婚したとき３千個（45万円相当）をまいたという。こうした風習の残る大野の
菓子文化は、「まんじゅうが主流」といわれる。
　伊藤氏は、七間通りの元町にある株式会社伊藤順和堂社長で、江戸時代から続く和菓子
店の６代目である。秋の季節にだけ限定で売り出される「いもきんつば」は、サツマイモ
本来の甘味と微妙なしっとり感が絶妙な和菓子である。毎日実演も行なわれており、季節
には観光客や市民の順番待ちの列ができる、超人気商品である。一年中買えないか、とい
う客の声に、当主は応えない。地元産サツマイモが一番おいしい２ヵ月だけ、食べてほし
いからである。この店の社是は「季節感」「地元の材料」「老舗の信用と技術を生かし磨き
をかける」である。大野市上庄地区特産の里芋は、羊羹「里芋っ娘」となっている。
　伊藤順和堂は本店と支店の２店舗があるが、
本店は休みの日以外は朝７時30分に開ける。
七間通り名物の朝市が午前６時から始まるた
め、できるだけ市民や観光客らが利用しやす
いように設定している。店の前に湧く湧水も
自由に飲める。「お菓子ひとつからで結構、お
茶と一緒に食べてください」、店内にはお茶も
置いてある。もてなしの心と営業努力の一例
である。
　大野市に伊藤順和堂ほか、数軒の菓子店が作っている菓子に「けんけら」がある。大豆
を粉にして水飴で固め、黄粉をまぶしたねじり菓子で、鎌倉時代の寛元年間（1243～1247
年）に作られたという伝承もある菓子である。福井県銘菓の「羽二重餅」とは異なり、素
いもきんつばの実演販売
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朴な郷土菓子であるが、福井県の菓子になっている。岐阜県飛騨地方では「国選」と呼ば
れる。藩主の転封によりねじり菓子の文化が伝播したものであるが、「けんけら」は、ふ
るさとの菓子文化にたいする大野市の地域としての姿勢をしる菓子である。大野と飛騨
は、江戸時代の茶人で「姫宗和」と呼ばれた金森宗和を生んだ金森氏ゆかりの土地で、こ
の町も良質の美味しい水を使い茶道が盛んである。
第６章　地域文化としての和菓子文化
１.  和菓子業界をとりまく環境
　和歌山県菓子工業組合に加盟する組合員は、和菓子、洋菓子、煎餅、飴をあわせて2008
年現在168人となっている。1989年（平成元年）（225人）からの20年間で57人減少、1975
年（昭和50年）の393人の半分以下である。組合員のうち６割は和菓子店であるが、とく
に和歌山市中心部に立地する和菓子店の減少が目立つとみられる。和歌山県における和菓
子店の減少は、全国のほとんどの地域の和菓子店に共通する問題であり課題である。
　３市の和菓子店で行なったアンケートでは、「この10年間で客層は変わったか」という
問いにたいして「変わらない」とする回答が「変わった」の２倍になっている。内容を
みると「変わらない」は「50～60歳」が多く、「変わった」は「20～30歳の女性」が増え
たことをあげている。また、「客一人当たりの購入額」について聞いた問いでは、「減っ
た」とする回答が８割以上にのぼった。「客単価」は「1000～2000円」が一番多く、次い
で「500～1000円」だが、拮抗している。
　そして、「和歌山県の和菓子の将来について」聞いた問いでは、「普通」が約８割、「暗
い」が約２割を占め、「明るい」という回答はなかった。今回の調査は20軒ほどで和歌山
県の和菓子業界全体の数字ではないが、傾向の一端は表しているとみられる。
　和菓子店の減少が続く要因は、第一に若い世代をはじめ消費者の洋菓子志向と「和菓子
離れ」があげられる。21世紀の菓子の世界で流行や話題となるのは、洋菓子が圧倒的であ
る。「コンフィテュール」「タルト」「ムース」、そして「ロールケーキ」や「バウムクーヘ
ン」の人気商品に長い列ができる。それは、20歳、30歳代の若い世代にとどまらない。菓
子の世界における、グローバリズムがもたらす「スイーツ」の日常化と甘さの価値観の変
化がまずあげられる。少子高齢化によりあらゆる市場が縮小傾向にあるなかで、今後さら
に減少を加速させる可能性が大きい。第二に食品から季節感が失われ、「旬」がなくなっ
てきていることがある。第三に祭の消滅や年中行事の簡素化、伝統的な儀礼・風習の衰退
にみられる日本人の生活様式の変化や地域コミュニティの変貌がある。本文中で紹介した
越前大野市や新宮市のように、人と人、人と菓子のつながりを大切にする伝統や風習は廃
れて次第に少なくなっているのが現状である。第四に、技術革新にともなう冷凍庫・急速
冷凍の普及がある。菓子作りロボットが大量生産を可能にし、冷凍技術が運搬問題も解決
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した。国内における菓子のグローバル化である。和菓子店は、家内工業的な小規模経営の
ところが多く、仕事は朝早くからできびしく後継者難のところが多い、そうした「小さな
和菓子店」が淘汰されていっている。しかし、菓子は糖分が少ないと日持ちせず、糖分の
多い和菓子が糖分を忌避する消費者の市場に出回ることとなる。さらに、コンピュータ
オーブンの登場はたとえばカステラをパート従業員が簡単に焼くことを可能にした、これ
が第五である。そして、第六の理由は和菓子店や和菓子職人の継続・発展・創造への強い
意思である。この構造的な閉そく感は、この国のモノづくりの現場全体を覆うものでもあ
る。
　菓子市場における和菓子の領域が縮小傾向にあるなかで、伝統的な和菓子が将来なくな
るのではないかとみる業界関係者は多い。和歌山県では「工芸菓子」や「引菓子」を作れ
る職人が減ってきている、という。「工芸菓子」は花鳥風月、四季の自然を菓子で観賞用
に作りあげる飾り菓子、「引菓子」は冠婚葬祭などに使われる引出物となる菓子である。
　食品としての和菓子は、嗜好品ではある。しかし、和菓子とその文化は、日本の食の文
化のなかで確かな位置を確保してきた。会席膳の菓子、ハレの日の膳を彩る菓子、客をも
てなす菓子、茶の湯とともにある菓子。それなしでは埋めることができない、食文化に占
める位置があるということである。それは、「甘さ」を超えた文化の問題なのである。和
菓子文化をめぐる危機は、日本の伝統文化、食文化の危機とみることができる。
２.  地域文化としての和菓子の再評価とまちづくり
　日本は、東西南北いくつもの日本がある。それぞれの地方地域の自然風土、歴史との関
わりのなかで育まれてきた文化がある。伝統文化であり、地域文化である。そうした地域
の固有性や多様性を語るものが、和菓子の文化である。和菓子の文化は、京都や江戸だけ
ではない。金沢、松江、彦根、弘前には城下町らしい和菓子の文化が、いまも豊かに伝え
られている「和菓子の町」でもある。全国各地に銘菓があり、「名代」「名物」がある。青
森県下北半島の「べこ餅」や鹿児島県大隅半島肝付町のヨモギ餅の「灰汁巻き」は、素朴
だが、色彩の美しさや南国の文化を感じさせる特色がある。
　和歌山県内の和歌山、田辺、新宮の各市にも城下町の歴史を伝える菓子や茶の湯文化が
生んだ菓子、地域の自然、宗教文化と密接に関わった菓子がある。「和歌山県の菓子に、
紀州の歴史文化はみられない」という見方は、適確ではない。第５章で報告した地域の和
菓子と市民意識でも、地域の菓子にたいする支持は決して低くはないと思われる。しか
し、「魅力が欠如している」「買いたくなる和菓子が少ない」という、その理由については
検討されなくてはならない。
　この研究をとおして得たその答えがある。ひとつは、ブランドの問題である。現在操業
している多くの和菓子店は戦後間もなく創業した店がほとんどで50年以上の歴史をもち、
その歴史と同じ時間店頭を飾ってきた菓子がある。そうした菓子には美味しく、美しいも
のが少なくなく、店を代表する銘柄=ブランドになっている。しかし、折角の菓子が地域
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ブランドにとどまっているように思える。季節の生菓子である上生菓子も気品のある如蕷
饅頭もあり、その技術もある。各店ごとの餡にも、美味しい餡はある。ブランドを磨くブ
ラッシュアップが必要ということである。
　二つ目は、和菓子の購買客層である。和菓子を買う、食べるのは中高年齢以上の女性が
主流、という固定観念をもち続けているのではないか、ということである。筆者のまわり
の20,30歳代の若い女性の間にも和菓子ファンは多い。流行をつくり出すのは、どの世代
の女性か、菓子以外の市場における女性の行動にもっと注目してもよいのではないだろう
か。富美堂の「神島の鶴」への女性の人気は、仙台の「萩の月」や博多市の「鶴の子」に
つうじるファッション性にあるように感じられる。
　三つ目は、地域の和菓子店が連携して、地域の菓子を作る取り組みの有無である。佐賀
県小城町は「小城羊羹」の町としてしられるが、人口２万人の町に20軒余りの羊羹を売る
店がある。福井県の「羽二重餅」岡山市の「きび団子」鹿児島市の「かるかん」、何軒も
の菓子店が製造し菓子の地域の顔となっている。和歌山県では、田辺市発祥の「柚子最
中」と御坊市周辺の「つりがね饅頭」がある程度で、田辺市の「山祝い餅」も和歌山市の
サツマイモ菓子「きらやか」も広がりをもっていないのが現状である。連携・協同し、競
争する取り組みが必要と思われる。南蛮菓子が伝来した長崎市では、砂糖が九州に伝播し
ていった街道を「シュガーロード」と名付け、佐賀県、福岡県小倉までを菓子の道でつな
ぐ取り組みを行なっている。和歌山県―３城下町の和菓子業界の振興と和菓子文化の復権
は、以上のような問題点を検討したうえで取り組まれる必要がある。そうした意味では、
新宮東牟婁地方の菓子組合が毎年11月に開催
している菓子祭りは、ひとつのモデルである。
菓子組合は、地元茶道関係者と連携して茶会
用の菓子を作っており、川上不白の200回忌茶
会をきっかけに「不白」の菓子も生まれてい
る。菓子マップを作っているのも、組合と新
宮市である。今回の研究調査等で訪れた新宮
市の７軒の菓子店は、すべて後継者があり、
兄弟で菓子の道を選んだ店も数軒あった。ほ
かの２市と比べて、特長的である。
　歴史的な景観を生かした観光やまちづくりとの連携し、町家等を利用した「菓子と茶」
を食す喫茶空間や、菓子店のなかの喫茶やカフェも情報を発信する場所となり得る。田辺
市・辻の餅の喫茶室は先駆的である。市民向けの「和菓子教室」や観光客向けの「和菓子
づくり体験」は、和歌山県の和菓子文化を知ってもらうよい機会になるはずであり、組合
として取り組みが期待される。紀州和歌山の和菓子ファンをどのように増やすか、メッ
セージの発信力の強化が望まれる。
　本稿では、和歌山県の和菓子文化に関係して茶道文化についても言及してきた。京菓子
不白にちなんだ新和菓子。つくしで
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をはじめとする和菓子は、茶道や禅と関係しながら発展してきた面が大きい。茶道との一
層の交流が求められる。茶人の期待に応える和菓子のフェアがあってもよいと思われる。
和菓子の有する多面的な価値の再評価が必要である。そして、市民の立場からは、地域文
化として和菓子文化を育てたい。ふるさとの菓子は、市民の文化度をも映し出しているの
である。和菓子が持つ物語を掘り起こし、まちづくりに生かす議論が始められてよい。
和歌山県内の３城下町における和菓子文化の研究 ～地域文化としての和菓子文化の再評価とまちづくり～
－ 43 －
おわりに
　本稿の目的は、地域文化・食文化としての和菓子文化を再評価し、和菓子文化の復活と
まちづくりの「資源」としての可能性を探究することにある。そのため、江戸時代に城下
町であった和歌山、田辺、新宮の３市における和菓子文化の歴史や特色を調査し、それに
もとづいて和歌山県の和菓子文化の特色について考察している。
　もちろん、和歌山県における和菓子文化の全体像を捉えるには、高野山、根来寺、紀三
井寺など門前町や熊野街道など街道の菓子、祭や年中行事にまつわる菓子などから把握し
なくてはならないのは、言うまでもない。しかしながら、「江戸」という視座から眺める
ことで、見えてきた和歌山の和菓子文化がある。伝統の断絶が、魅力の欠如につながって
いる、というその断絶の理由は不十分ではあるが、指摘している。
　本研究では、和歌山大学大学院経済学研究科高橋淳子さんに共同研究者で参加してもら
い、第４章の地域の和菓子と市民意識についてアンケートの分析を担当してもらった。ヒ
アリングのセッティングや若い女性の視点からの和菓子文化にたいする考え方や意見から
示唆をいただいた。
　最後になったが、本研究は「地域研究」シリーズとして行なったもので、研究と発表の
場を与えていただいたことに深く感謝をしたい。
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